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内容の要旨及び審査の結果の要旨
慢性ｃ型肝炎の病理組織学的所見の一つとして肝炎性胆管病変が知られており，原発性胆汁性肝硬変の胆管病変と
の類似性が注目されている。今回この肝炎性胆管病変の出現頻度や病理学的意義を慢性Ｃ型肝炎149例を用い検討し
た。肝炎性胆管障害は門脈域内のリンパろ胞内に埋もれて，あるいは接して観察され慢性Ｃ型肝炎の40％に認められ
た。本胆管病変は非連続性に分布しリンパろ胞と接して観察されたので，その発生には免疫学的機序の関与が示唆さ
れた。次に障害胆管周囲に浸潤する抗原提示細胞の分布を免疫組織化学的手法を用いて検討し，原発性胆汁性肝硬変
と比較した。抗原提示細胞としてＢ細胞，Ｔ細胞にそれぞれ抗原を提示する，ろ胞様樹状突起細胞，指状嵌入細胞の
２種類の樹状細胞を検討し，抗原提示の際に必要なB7-2分子を表出する細胞に関しても検討した。ろ胞様樹状突起細
胞は門脈域に網目状に認められ，慢性Ｃ型肝炎の41％に，原発性胆汁性肝硬変の10％に認められ，慢性Ｃ型肝炎で高
率であった（ｐ＜0.001)。指状嵌入細胞は門脈域に散在し，慢性Ｃ型肝炎の12％に，原発性胆汁性肝硬変の19％に認
められ，両疾患間でその出現率に差はなかった。指状嵌入細胞の出現頻度は，原発性胆汁性肝硬変では病期の進展に
伴い減少したが，慢性Ｃ型肝炎では関連性は認めなかった。Ｂ7-2陽性細胞は慢性Ｃ型肝炎（17％）より原発性胆汁性
肝硬変（41％）で高率に観察された（ｐ＜005)。また原発性胆汁性肝硬変例では，同細胞が障害胆管に接している
像が観察された。その他，胆管消失が原発性胆汁性肝硬変ではしばしば認められたが，慢性Ｃ型肝炎ではほとんどな
く，両者の大きな相違点の一つであった。以上より慢性Ｃ型肝炎に出現する肝炎性胆管障害は門脈域内のリンパろ胞
と密接に関連しており，リンパろ胞を構成する細胞による免疫学的機序がその発生に関連すると考えられた。また本
病変は形態学的には原発性胆汁性肝硬変の胆管障害と類似しているが，その周囲での抗原提示細胞の種類は異なって
おり，胆管消失像もなく，免疫病理学的に原発性胆汁性肝硬変の胆管障害とは異なっていた。
本研究は，慢性Ｃ型肝炎における肝炎性胆管障害と原発性胆汁性肝硬変の慢性非化膿性破壊性胆管炎との相違を免
疫病理学的に明らかにした価値ある労作と評価された。
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